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建築CAD演習Ⅰ
ADAc2-7

建築CAD演習Ⅱ
ADAc2-8

建築設計演習Ⅰ
ADAa2-1

建築設計演習Ⅱ
ADAa2-2

建築設計演習Ⅲ
ADAa3-1

建築設計演習Ⅳ
ADAa3-2

インテリアデザイン演習Ⅰ
ADAi2-1

インテリアデザイン演習Ⅳ
ADAi3-2

グラフィック CG 演習Ⅱ
ADDc2-1

グラフィック CG 演習Ⅲ
ADDg2-5

グラフィック CG 演習Ⅳ
ADDg3-2

グラフィックCG 演習Ⅴ
ADDg3-3

インテリアデザイン演習Ⅱ
ADAi2-2

インテリアデザイン演習Ⅲ
ADAi3-1

まちづくり演習Ⅰ
ADAu2-1

まちづくり演習Ⅱ
ADAu2-2

まちづくり演習Ⅲ
ADAu3-1

まちづくり演習Ⅳ
ADAu3-2

構造計画
ADAc3-3

建築計画学Ⅰ
ADAc3-4

建築計画学Ⅱ
ADAc3-5

建築・インテリア演習Ⅱ
ADAc1-4

建築施工
ADAc2-2

建築法規
ADAc2-6

構造設計
ADAc3-2

構造力学Ⅰ
ADAc2-3

建築総合演習
ADAc2-9

構造力学Ⅱ
ADAc2-4

家具・照明論
ADCc2-9

西洋美術史概論B
ADCc1-10

日本・東洋美術史概論A
ADCc1-7

日本・東洋美術史概論B
ADCc1-8

建築図学Ⅱ
ADAc1-2

建築構法
ADAc2-1

建築材料学（実験含む）
ADAc2-5

環境工学
ADAc3-1

建築設備
ADAc3-6

レンダリング演習
ADDp2-3

陶芸演習
ADDp3-1

プロダクト演習Ⅲ
ADDp3-4

プロダクト演習Ⅳ
ADDp3-5

ゼミナール
ADCc3-3

卒業論文・制作Ⅰ
ADCc4-1

卒業論文・制作Ⅱ
ADCc4-2

モデリング演習
ADDp2-1

デザインCAD
ADDp2-2

木工演習Ⅰ
ADDp2-4

木工演習Ⅱ
ADDp3-2

メタルクラフト演習
ADDp3-3

プロダクト演習Ⅰ
ADDp2-5

プロダクト演習Ⅱ
ADDp2-6

イラストレーションテクニック
ADDg2-1

版画演習
ADDg2-2

メディア概論
ADDg3-1

商品企画情報論
ADDc3-1

立体構成演習Ⅱ
ADDc1-4

デジタル写真演習Ⅱ
ADDg2-4

デジタル写真演習Ⅰ
ADDg2-3

グラフィック演習Ⅰ
ADDg2-6

グラフィック演習Ⅱ
ADDg2-7

グラフィック演習Ⅲ
ADDg3-4

グラフィック演習Ⅳ
ADDg3-5

グラフィック CG 演習Ⅰ
ADDc1-6

建築・インテリア演習Ⅰ
ADAc1-3

デザイン図学
ADDc1-5

平面構成演習Ⅰ
ADDc1-1

立体構成演習Ⅰ
ADDc1-3

ゼミナール
卒業論文・制作

少人数による双方向型の学びを通じて、これまで学修した知識・能力の定着
とコミュニケーション能力や協働力、リーダーシップを身につけるとともに、4
年間の集大成として卒業論文・卒業制作をまとめ上げるうえで必要になる諸
能力を養成する。

建築・デザインを包括的に捉える知識や視野を養う科目、デザインに携わる
者が身に付けるべき技能を修得する科目を配置し、専門分野の基礎、基盤
となる知識・能力を身につける。
具体的には、自分の生き方を正しく構築し、実践していくための知識・能力を
身につけ、建築とデザインの基礎から人間や環境構造を理解し、人が生き
ていくために必要な場を構成する「空間」と「モノ」を包括的に捉える力を養成
する。

西洋美術史概論A
ADCc1-9

建築領域

建築領域は、建築における専門性（建築分野、インテリア分野、まちづくり分
野）を深めるための科目を配置し、人が生きていくために必要な場を豊かに
創造するための高度で専門的な知識・能力を身につける。 具体的には美術
的視点と建築・デザインを包括的に捉えた視点から、時代に合った 「空間」
と「モノ」そして「まち」を創造するための設計・制作・管理・ディレクションがで
きる知識・技術・実践力を養成する。

建築図学Ⅰ
ADAc1-1

デザイン領域

デザイン領域は、デザインにおける専門性（グラフィック分野、プロダクト分
野）を深めるための科目を配置し、人が生きていくために必要な場を豊かに
創造するための高度で専門的な知識・能力を身につける。 具体的には、美
術的視点から、市場調査やユーザー調査を基に、家具・照明・雑貨などの生
産品を企画・制作できる知識・技術・実践力やメッセージ・情報を広く正確に
伝える、あるいは効果的に伝える広告・WEB・映像・パッケージなどを企画・
制作・ディレクションできる知識・技術・実践力を養成する。

建築・デザイン概論Ⅰ
ADCc1-1

色彩学
ADCc1-5

共通領域

平面構成演習Ⅱ
ADDc1-2

デザインマネージメント論
ADCc3-1

建築・デザイン総合演習
ADCc3-2

デザインドローイング
ADCc1-3

人間工学
ADCc1-6

住居史
ADCc2-2

住生活論
ADCc2-6

近代デザイン史
ADCc1-4

建築史
ADCc2-3

ビジュアルコミュニケーション論
ADCc2-4

まちづくり政策論
ADCc2-8

建築・デザイン概論Ⅱ
ADCc1-2

インテリアデザイン論
ADCc2-1

プレゼンテーションテクニック
ADCc2-5

環境心理学
ACDc2-7

領域 教育目標 1年次 2年次 3年次 4年次

後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期前期

ナンバリングの読み方 （例）ADCc1-1

学部

AD 
AD:建築・デザイン学部

中分類

c

c：共通

a：建築 i：インテリア u：まちづくり

g：グラフィック p：プロダクト

順次性

1

1：入門、基礎科目

2：中級、基幹科目

3：上級、発展科目

4：学士卒業レベル

通し番号

-1
一意の数字を

表す通し番号

領域

C

C:共通領域

A：建築領域

D：デザイン領域


